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の高い Aβ42 や Aβ43 等を含むオリゴマーが神経機能障害を引き起こすものと考えられる。そこで、変異型
PS1神経細胞のAβ産生を抑制すれば、シナプス機能を回復させることができるかもしれないと考えた。この
仮説を調べるために、Aβ産生または分泌を抑制する化合物（Aβ阻害剤）のスクリーニング系を構築し、FDA




と、新たに Aβ 阻害効果を示した化合物からターゲットの異なる 5 種類（Nilotinib、Pimecrolimus、































なお、本学位授与申請者は、平成 29年 11月 27日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け、合格
と認められたものである。 
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